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繊維の吸湿発熱効果の解析

2.目的
綿やポリエステルにおいても吸湿発熱反応が起こることからその反応を機能
性インナーと比較する

＜実験３ 方法・結果・考察＞
走査型電子顕微鏡を使用し、綿100%、ポリエステル100%、機能性イン

ナーの3つの布の繊維の表面と断面を観察した。

＜実験1 結果＞

図1. 吸湿発熱反応とは

図8. 走査型電子顕微鏡による繊維の断面（協力:日立ハイテク）

5.今後の課題
機能性インナーにおいてデータが取れなかったのは複数の繊維で構成され

てるため吸着熱の発生にばらつきがあったからと考える。そのため、実験方法
と温度の測定方法に再検討が必要である。
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１.はじめに
近年、寒さ対策として冬場に活躍する機能性インナーには、繊維の吸湿発

熱効果が利用されており、その効果が化学繊維と天然繊維にもあることを
知った。

吸湿発熱反応は水蒸気が水に変化する時に発生する熱のことで、これが繊
維内で起こるとき発生した熱を吸着熱という。

繊維の種類は、主に化学繊維と天然繊維の2つに分類され、さらに図2のよ
うに分けられる。本実験では化学繊維である合成繊維のポリエステル、天然
繊維である植物繊維の綿を使用して実験を行った。

⇒

加湿無

平均値

加湿有

平均値
差

綿 2.19 2.03 ｰ0.15

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 2.94 4.77 1.83

機能性
ｲﾝﾅｰ

1.62 2.62 1.01

表2. 近似直線のY切片の平均（2回）
の値の比較

表1. 近似直線の傾きの平均（２回）
の値の比較

【ポリエステル】

繊維の表面が滑らか

→水分を吸着しづらく、

吸着熱も発生しづらい

劣化しない耐久力

【綿】

繊維の表面に凹凸

未使用は密度が高い

→ 水分を吸着しやすく、

吸着熱も発生しやすい

【機能性インナー】

複雑な繊維を

組み合わせて表面積大

→ 吸着熱も発生しやすい

成分の違い、開発の進行

4.結論
実験１・２より綿は加湿により吸着熱が発生するが吸水しやすいため保温性

が低下した。純粋に加湿による吸着熱が高いのは機能性インナーだった。実験
３より綿の表面は凹凸している。使用するにつれて内部に空洞ができた。ポリ
エステルは長期間使用しても劣化しない。機能性インナーは3年前のものは十
字型の繊維が見られた。未使用のものは沢山の繊維が束になったものが確認で
きた。どちらも表面積を大きくする工夫があった。

ポリエステル・機能性インナーは
加湿により１℃以上上昇した

加湿の有無で傾きに差は無い

加湿無

平均値

加湿有

平均値
差

綿 0.92 0.93 0.00

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 0.88 0.81 -0.07

機能性
ｲﾝﾅｰ

0.94 0.89 -0.04

3.研究内容 ＜実験1･2 方法＞
３種類の布を使用し、それぞれ加湿の有無に

分けて実験を行う。布は4つ折りにし、布が2枚
重なった間で内部温度を測定した。
実験１ 使用済み（３年前以上に購入）
実験２ 使用済みおよび未使用（令和７年２月購入）
実験１は2回、実験２、使用済み加湿ありは
５回それ以外はそれぞれ３回行った。
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表面と内部にわずかな温度差しか見られなかった

図4． 加湿あり実験１回目の３種類の布の温度と時間の関係

＜実験1 考察＞
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図5． 加湿あり実験１回目の３種類の布の表面温度と内部温度の相関のグラフ
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＜実験２ 結果・考察＞
綿の表面温度は上昇し、内部温度は減少した。機能性インナーは内部温度

が最も高い。機能性インナーは加湿により１℃以上した。
綿は表面温度の方が高い傾向があり、吸水性がいいといえる。ポリエステ

ルと機能性インナーはデータが得られなかったところがある。しかし機能性
インナーは加湿により内部温度がいちばん高かった。

図7．気温と表面温度および内部温度の相関のグラフの近似直線の値の比較
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図6．吸湿発熱反応があるときの
相関のグラフの変化予想

相関の近似直線の傾きの値において
加湿なしから加湿ありの値を引いた差
は加湿の有無により傾きに差はほとん
どない。また、傾きは1に近い。このと
き、y切片が変動すれば、吸湿発熱反応
の状態を表すのではないかと考えた。y
切片の値を比較すると、綿は0に近い数
字が得られた。しかし、機能性イン
ナーとポリエステルにおいて、加湿に
より 1°C以上の温度上昇をする吸湿発
熱反応があったと考える。
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図２．繊維の種類
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図３．加湿時の実験装置


